
令和４年度 大阪府新学力テスト（すくすくウォッチ）の結果

平均正答率

この問題解けるかな？
大阪府の小学生が
挑んだわくわく問題です！

次のページに
続くよ。



正答率

枚方市 9.6

大阪府 9.9

答えは最後の
ページにあるよ

１０人に１人し
か正解していな
いんだね。



すくすくウォッチとは

令和３年度から始まった

「大阪府独自の学力テスト」

5年生は国語・算数・
理科・わくわく問題が
６年生はわくわく問題
があるんだね。

わくわ
く問題

国語 算数 理科 質問紙
調査

5年生 〇 〇 〇 〇 〇

6年生 〇 × × × 〇



わくわく問題とは

わくわく問題（教科横断型問題）【５・６年生】

・文章や絵、図、表、グラフ、ホームページなどを読ん

で、自分の考えを書くなどの問題です。

・答えは、記号を選んだり、文章をかいたり、図を

ぬったり、絵をかいたりします。答えが一つでないも

のもあります。

大阪府教育委員会 保護者リーフレットより

国語、算数という１つの
教科でなく、いろいろな
教科にまたがった総合的
な問題なんだね。



すくすくウォッチとは

学力変化ウォッチシート

学力変化ウォッチシー
トがあり、個人の５年
生時と６年生時の学力
の変化を見とることが
できるよ。



令和４年度 すくすくウォッチの結果＜わくわく問題 概要＞

平均正答率

結果の推移
（対大阪府比） わくわく問題

教科 枚方市 大阪府

小5 60.2 60.0

小6 69.3 69.0

小5・6 64.８ 64.５
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昨年・今年ともにわくわく問題については、大阪府の平
均をわずかに上回っている。
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令和４年度 すくすくウォッチの結果＜わくわく問題＞

正答率

正答数分布

分類・区分別
集計結果

64.3 64.4 64.5 64.6 64.7 64.8 64.9

大阪府

枚方市 64.8％

64.5％

枚方市



令和４年度 すくすくウォッチの結果＜わくわく問題＞

成果があった設問

大問２ 問３

（正答例）

2015年から2019年で「自動で動く車」は増えていて、交
通事故の件数は減っている。「自動で動く車」が増えると人
による操作ミスが減ると思うので、「自動で動く車」が増え
ると交通事故が減ると考えたから。

正答率

枚方市 46.8

大阪府 44.5



令和４年度 すくすくウォッチの結果＜国語・算数・理科＞

平均正答率

結果の推移
（対大阪比）

小5 枚方市 大阪府

国語 76.2 76.8

算数 41.5 42.0

理科 72.7 72.2

理科においては、大阪府の平均をわずかに上回っている。
国語・算数においては大阪府の平均をわずかに下回っている。
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枚方市が大切にする５つのCの視点（非認知能力の育成）

枚方市では、学習指導要領が示す、これからの子どもたち

に必要な資質・能力を育成するために、Ｃから始まる５つの視

点を大切にします。1人1台のタブレット端末を活用し、５つの

Cの視点を意識し、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力等」 「学びに向かう力、人間性等」を身につけていきます。

枚方版ICT教育モデル
【https://onl.tw/Zw76PeS】

https://onl.tw/Zw76PeS


令和４年度 すくすくウォッチの結果＜質問紙調査＞

児童調査の結果

〇頑張り屋である。
〇自分にはよいところがある。

６年生の大阪府平均との比較
★特に望ましい状況にある項目（大阪府比＋１０P以上）
〇：望ましい状況にある項目 （大阪府比＋３P以上）
▲：課題と考えられる項目 （大阪府比－３P以上）

※6年生の対大阪府平均を
表しています。

【協働に関する項目】

〇あなたの学級は、授業中まちがっても笑われない。
〇話し合う場面で自分の考えを深めたり、広げたりしている。
〇先生や友だちが話していることで、大事だと思ったことをノート
等に書いている。

〇あなたの学級では友だちのよいところを互いに認め合える。
〇あなたの学級は、協力的である。
〇話し合いをするとき、自分の意見と他の人の意見を比べている。

【自己調整力に関する項目】

次のページに

続くよ。

※自己調整力：自らの学習過程を客観的にとらえ、うまくいかなかったところはどこかを
振り返り、自らの学びをコントロールする力

※協働：同じ目的のために、対等な立場で共に働くこと



令和４年度 すくすくウォッチの結果＜質問紙調査＞

児童調査の結果

〇その時間に学んだことについて、ふり返りをしている。
〇その時間のめあてを意識して学習している。
〇自分の考えをノート等に書いている。
〇文章を読むとき、どこが大事なところか考えながら読んでいる。
〇休み時間と授業時間との気持ちの切りかえができる。

【授業に関する項目】

６年生の大阪府平均との比較
★特に望ましい状況にある項目（大阪府比＋１０P以上）
〇：望ましい状況にある項目 （大阪府比＋３P以上）
▲：課題と考えられる項目 （大阪府比－３P以上）

※6年生の対大阪府平均を表して
います。

【タブレットに関する項目】

★授業で、コンピュータやタブレットを使って、自分の考えを書きこ
んだり、友達と意見を交流したりすることはどれくらいありますか
〇授業で、コンピュータやタブレットを使って、必要な情報を調べる
ことはどれくらいありますか
〇授業で、コンピュータやタブレットを使って、自分にあった問題や
ドリル等に取り組むことは どれくらいありますか
〇わからないことや知りたいことがあったとき、本やインターネット等
で調べている



令和４年度 すくすくウォッチの結果＜質問紙調査＞

児童調査の結果

★自分の気持ちだけでなく、場面を考えて行動している。
〇人が頑張っているのを見たり聞いたりすると、応援したくなる。
〇人と対立しても、相手の考えや気持ちを理解しようと努力する。
〇まわりに困っている人がいると、早く解決するといいなあと思う。

〇前にやってうまくいったやり方を試している。
〇課題や問題に取り組んでいる途中で、うまくいかなかったとき
は、やり方を変えている。
〇頑張り屋である。
〇何事にも一生けんめい努力する。
▲終わるまで何か月もかかる計画に、最後までずっと興味をもち
続けるのは難しい。
▲将来の夢や目標を持っている。
▲新しいアイデアや計画を思いつくと、前のアイデアや計画から
関心がなくなる。
▲物事に対して夢中になっても、しばらくするとすぐに飽きてしまう。

【コミュニケーション能力に関する項目】

６年生の、５年生時との比較
★特に望ましい状況にある項目 （ 5年生時比＋１０P以上）
〇：望ましい状況にある項目（ 5年生時比＋３P以上）
▲：課題と考えられる項目（ 5年生時比－３P以上）

※同じ児童の１年間での伸びを
表しています。

【自己調整力に関する項目】

次のページに

続くよ。



令和４年度 すくすくウォッチの結果＜質問紙調査＞

児童調査の結果

〇休み時間と授業時間との気持ちの切りかえができる。
〇その時間に学んだことについて、ふり返りをしている。
〇読んでいてわからなくなったときは、もう一度読み直してみる。
〇その時間のめあてを意識して学習している。
〇自分の考えをノート等に書いている。
〇文章を読むとき、どこが大事なところか考えながら読んでいる。
〇黒板に書かれたことをノート等に写している。

【授業に関する項目】

※同じ児童の１年間での伸びを
表しています。

【協働に関する項目】

〇話し合う場面で自分の考えを深めたり、広げたりしている。
〇先生や友だちが話していることで、大事だと思ったことをノート
等に書いている。
〇話し合いをするとき、友だちの意見を最後まで聞いている。
〇話し合いをするとき、自分の意見と他の人の意見を比べている。

６年生の、５年生時との比較
★特に望ましい状況にある項目 （ 5年生時比＋１０P以上）
〇：望ましい状況にある項目（ 5年生時比＋３P以上）
▲：課題と考えられる項目（ 5年生時比－３P以上）



令和４年度 すくすくウォッチ 調査の目的

平均正答率調査の目的

子どもたち一人ひとりが、学びの基盤

となる言語能力や読解力、情報活用

能力等を向上さ せ、これからの予測

困難な社会を生き抜く力を着実につ

けることを目的とします。

答えは、 イ

「自動で動く車」の生産台数は、「運転を
支援する車」と「自動運転車」を合わせた
台数なので、
「『自動で動く車』の生産台数は、2019
年と比べると2030年は304万台増えるこ
とが予想される。」

でした！


